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6910 1015 16 99.77 4
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1

xT
i x∗ − h = xT

i x∗ − 1 + 1− h
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i (x∗ − xi) + 1− h

= (si,∗ − 1) + (1− h) = −(1− si,∗) + (1− h) = di,∗ + (1− h) (19)

= si,∗ − h (20)
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1 ≥ 19 ≥ − h
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(21)

di,∗ 0 ≥ di,∗ ≥ −(1− h)

1 ≥ 19 ≥ 0 (22)

22 1 H1 : ti = 1 x∗ ⇒ x+

H1 : 1 ≥ αi · ti(xT
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摂動相関法と svm法
Perturbation and SVM for Character Recognition

北村浩治 二階堂真理恵 中島由美 安田道夫
Koji Kitamura Marie Nikaido Yumi Nakashima Michio Yasuda

要旨

現在，認識性能の優れた学習モデルのひとつとして知られているサポートベクトルマシ
ン (support vector machine : svm)法と，文字認識において，もっとも直観的かつシン
プルな手法である重ね合わせ法 (相関法) とで比較と検証を行った．
相関法では，標準パターンと未知パターンとを使って認識を行う．一方，svm法では，
学習モデルと未知パターンを使って認識を行う．
同一データベースを使った 相関法と svm法との比較の他に，svm法での学習モデルに
採用されるサポートベクトルの数に着目し，同じ条件下での 相関法との比較も行った．
具体的には，svm 法で採用するサポートベクトルの数が多くなった場合，やりかたに
よっては，相関法でも svm法と遜色ない認識率を得られた．

1 はじめに

本稿では，パターン認識手法のうち，簡素な手法である摂動相関法と，優れた認識性能を持
つ識別器として知られるサポートベクトルマシン (svm) 法との比較をシミュレーション実験
で行う．筆者らが，従来から取り組んでいる摂動相関法は，アフィン変形による図形の摂動を
行い，摂動した未知パターンと標準パターンの相関値を求めて，相関値が最大となるものをそ
のカテゴリとする，文字認識の手法である．(摂動させるのは，標準パターンでも構わない)

この摂動相関法単独での性能を評価するために，筆者らは方向性の特徴抽出などを使用しな
いスカラー単独での性能の評価を行っている [3, 4, 5, 6, 7]．
一方，近年注目を浴びているサポートベクトル法による文字認識方法は，現在知られている

多くの手法の中で認識性能の優れた方法のひとつ [2]とされている．
本稿では，摂動相関法，svm法のシミュレーション実験を同じデータベースを使って比較を

行った．また，この svm法で得られた学習効果の一部 (サポートベクトル情報) を使って摂動
相関法を行い，svm 法と比較を行った．シミュレーション実験の結果から，サポートベクト
ルとして採用されている情報を摂動相関法に適用すれば，直観的かつシンプルな摂動相関法で
も，サポートベクトル法と遜色ない認識結果を得られた．
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